
 

 

 

研究内容研究内容研究内容研究内容のののの概要概要概要概要：：：：    光光光光をををを散乱散乱散乱散乱するするするする物体内物体内物体内物体内のののの測定対象物測定対象物測定対象物測定対象物をををを可視化可視化可視化可視化するするするする。。。。このこのこのこの

方法方法方法方法はははは光散乱光散乱光散乱光散乱がががが大大大大きなきなきなきな問題問題問題問題となるとなるとなるとなる生体生体生体生体のののの測定測定測定測定やややや光光光光CTCTCTCTにににに

よるよるよるよる生体生体生体生体のののの測定測定測定測定をををを可能可能可能可能にしましたにしましたにしましたにしました。。。。    
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• 光を利用するため放射線被爆などの問題がない。 

• 散乱物体内の測定を CCD カメラにより行うので装置が簡単である。 
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• 生体の測定や光 CT による生体の測定に可能 

• 光を利用する非破壊検査 

散乱物体内散乱物体内散乱物体内散乱物体内におけるにおけるにおけるにおける対象物対象物対象物対象物のののの可視化可視化可視化可視化のためののためののためののための走査一致測定法走査一致測定法走査一致測定法走査一致測定法    
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自動化応力解析法自動化応力解析法自動化応力解析法自動化応力解析法 

         (a)(a)(a)(a)                (b)                (c)              (d)                (b)                (c)              (d)                (b)                (c)              (d)                (b)                (c)              (d)    

ミルクミルクミルクミルク溶液内溶液内溶液内溶液内ののののテストパターンテストパターンテストパターンテストパターンのののの可視化可視化可視化可視化::::    

(a) (a) (a) (a) ミルクミルクミルクミルク濃度濃度濃度濃度 0.01%(0.01%(0.01%(0.01%(通常通常通常通常のののの測定方法測定方法測定方法測定方法))))    (b) (b) (b) (b) ミルクミルクミルクミルク濃度濃度濃度濃度 0.05%(0.05%(0.05%(0.05%(通常通常通常通常のののの測定方法測定方法測定方法測定方法))))    

(c) (c) (c) (c) ミルクミルクミルクミルク濃度濃度濃度濃度 0.10%(0.10%(0.10%(0.10%(走査一致測定法走査一致測定法走査一致測定法走査一致測定法) ) ) ) (d)(d)(d)(d)    ミミミミルクルクルクルク濃度濃度濃度濃度 0.15%(0.15%(0.15%(0.15%(走査一致測定法走査一致測定法走査一致測定法走査一致測定法))))    
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